
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                          （2018 年１月現在） 

         

 

                                     13回生同期の仲間と… 

 

 

                                

                                   

 

                               

織田正洋さんのとある一日 

 9：00 出勤 

10：00 財務データチェック 

11：00 クライアント先へ訪問 

13：00 事務所にて来客対応 

15：00 クライアント質問対応 

17：00 データ分析 

20：00 クライアントと会食 

1996年 4月  弘学館中学校入学 

2002年 3月  弘学館高等学校卒業 

2002年 4月  成蹊大学経済学部入学 

2007年 3月 成蹊大学経済学部卒業 

2008年 11月 公認会計士試験合格 

2008年 12月 あらた監査法人入所 

2011年 10月 鶴田幸之税理士事務所入所 

2012年 10月 辻・本郷税理士法人入所 

2014年 10月 織田公認会計士・税理士

事務所設立 

 

 

 

 

 

 

13回生 織田正洋さん（鹿島市出身） 

 
 

会計・税を通じ、日本の未

来を考える。 

日本の企業は、0.3%が大企業、

99.7%が中小企業で、この中小企業

もまた日本の未来を支えています。 

企業は成長し利益を出さなけれ

ば、倒産します。成長し、利益を出

せば、納税に繋がります。納税は税

金の使途を知ることに繋がり、それ

が日本の明るい未来を考えること

に繋がります。 

公認会計士・税理士としての醍醐

味は、お客様の核の情報に触れるこ

とができることと多くの経営者と

共に歩めることです。従業員個人の

給与データ、商品の原価、取引先情

報、経営者の趣味嗜好から、大企業

であればそれこそ株価に影響を及

ぼす非公開情報まであらゆる情報

に精通できます。そして、様々な問

題、悩み、成功を共有でき、一緒に

歩むことができます。 

今は会計・税務顧問業務をしてい

ますが、会計・税を通じて企業の成

長の一助となればと思っています。 

 

おもしろきこともなき世を 

おもしろく。挑戦と継続 

良薬口苦 

弘学館高校時代、深く、長い目で

考えず、「楽」な方の選択をしてい

ました。一時は家出ならぬ寮出を

し、夢を理由に「苦」からの逃走を

謀ったこともありました。 

そんな私でしたが、先生、家族、

友人を始め多くの人の助けを借り、

なんとか大学に進学、その後も紆余

曲折ありましたが、公認会計士・税

理士になり、今は会計事務所を営ん

でいます。 

公認会計士試験の勉強は３年し

ましたが、自分は集中力や能力が低

く、その間は１日１５～１７時間勉

強していましたので、私にとっては

とても苦しい時でした。 

しかし、この公認会計士試験を通

じ、専門知識を得ることができたの

は勿論ですが、挑戦することの大切

さ、諦めず続けることの大切さ、結

果だけでなく過程の大切さを経験

できたことが、様々な挑戦をし続け

る経営者と話をする今の仕事に役

立っています。 

後輩へのメッセージ 今、弘学館生活で悩んでいる、悶々としている生徒にお伝えしようと思います。私は高校時代

挑戦せず、諦めた経験が多々あるので思うのですが、挑戦すること、与えられた環境で最大限努力し、自分を信じ諦めない

ことがとても大切だということです(当たり前のことかもしれませんが…)。ネガティブな気持ちだけでは何も解決しないの

で、シンプルにポジティブに。そして、人生、生き急がないでください。挑戦して失敗しても、挑戦する機会と時間はまだ

まだあります。今、何も目標が無ければ、とりあえず目の前の勉強を一生懸命してみてください。 


